
資料－３

信濃川水系緊急治水対策プロジェクトについて

北陸地方整備局

令和２年９月２４日



信濃川水系緊急治水対策会議

○令和元年東日本台風（台風第１９号）による甚大な被害に対し、流域内の関係者が連携して河川整備によ
るハード対策と地域連携によるソフト対策を一体的かつ緊急的に進めるため、第１回会議を昨年１１，１２月
に開催。第２回の会議を今年１月に開催。
令和２年１月３１日に「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」の最終とりまとめを行った。

【信濃川中流】
会議名：信濃川水系緊急治水対策会議（信濃川中流）

【千曲川】
会議名：信濃川水系緊急治水対策会議（千曲川）

●開催日時 令和２年１月２３日（木） １０：００～１１：３０
●開催場所 長岡市消防本部
●議事（緊急治水対策プロジェクト（案）、各機関の取組）
●参加者
・流域市町村（７市町村、うち首長２人出席）
・新潟県（土木部、各地域振興局）
・国土交通省北陸地方整備局（河川部、信濃川河川事務所）

●開催日時 令和２年１月２４日（金） １３：３０～１５：００
●開催場所 長野市生涯学習センター
●議事（緊急治水対策プロジェクト（案）、各機関の取組）
●参加者
・流域市町村（４１市町村、うち首長１１人出席）
・長野県（知事、建設部、各建設事務所）
・国土交通省北陸地方整備局（河川部、千曲川河川事務所）

長野県知事 北陸地整 河川部長

長野市長 佐久市長

北陸地整 信濃川河川事務所長 新潟県 河川管理課長

長岡市長 魚沼市長
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①被害の軽減に向けた治水対策の推進
（河川における対策）
◼ 信濃川水系では、これまでの観測史上最高

水位を更新する大きな洪水が発生し、堤防
の決壊、越水が複数発生するなど、現況施
設能力を超える事象や河岸侵食による被害
が発生。

→被害の軽減に向けた治水対策を加速化し
推進を図る。

＜主な取組メニュー＞
◼ 被災施設等の迅速な復旧
・堤防、護岸、排水機場等の被災施設の復旧

◼ 河川水位を低下及び洪水流下断面を向上
させるための取組
・遊水地等の洪水調整施設の整備
・堤防整備､河道掘削による洪水流下断面の拡大

◼ 施設規模を上回る洪水に対する取組
・危機管理型ハード対策

◼ 既存施設を活用した洪水被害軽減対策の取組
・堤防の強化
・霞堤等の遊水機能の保全
・既存施設の活用検討、既存ダム等の洪水調節機能の強化 ・堤防等の適切な維持管理

②地域が連携した浸水被害軽減対策の推進
（流域における対策）

③減災に向けた更なる取組の推進
（まちづくり、ソフト施策）

＜主な取組メニュー＞
◼ 流出抑制の取組
・ため池等の既存施設の補強や有効活用
・田んぼダムを活用した雨水貯留機能の確保
・学校グランドなどを活用した雨水貯留施設の整備

◼ 支川の氾濫抑制、内水被害を軽減する取組
・支川水路における氾濫抑制等
・排水機場等の整備、耐水化の取組

◼ 大規模災害時における迅速な復旧支援の取組
・防災拠点等の整備

◼ 千曲川流域は、周囲を山々に囲まれた急峻な地形のため流
出が速く、複数の盆地と山あいの狭窄区間を交互に流下す
る地形特性から、外水や内水による氾濫被害が発生。

◼ 信濃川中流域では、上流の隣接県の洪水の影響も受ける地
形特性や大河津分水路に頼る洪水処理により益々下流のリ
スク増大が懸念される。

→地域及び関係機関が連携して浸水被害の軽
減対策について検討し、取組を進める。

＜主な取組メニュー＞
◼ 住まい方の工夫に関する取組
・｢まちづくり｣や住まい方の誘導による水害
に強い地域づくりの検討

・高床式住まいの推進

◼ 防災教育や防災知識の普及に関する取組
・マイ・タイムラインの普及

◼ 災害危険度が伝わるきめ細やかな情報発信の取組
・公共交通機関との洪水情報の共有
・住民への情報伝達手段の強化

◼ 千曲川では、堤防からの越水や決壊、支川の氾濫などによ
る様々な浸水形態により、各住民が適切な避難準備、避難
行動等を的確に取ることが困難なところも見受けられた。

◼ 信濃川中流では、降雨中又は降雨が収まった後、長い時間
をかけて到達する洪水や支川の氾濫など様々な浸水形態に
より、各住民が適切な避難準備、避難行動等を的確に取る
ことが困難なところも見受けられた。

→洪水特性を踏まえた、きめ細やかな情報提
供等を関係機関が連携し実施する事により、
「減災」の取組を推進する。

○令和元年10月台風第19号において甚大な被害が発生した、信濃川水系における今後の治水対策を関係機関が連携し、「信濃川水系緊急治水対策プロ
ジェクト」を取りまとめました。
○関係機関が連携し、以下の３つの取組を実施し、概ね５年間で「再度災害防止・軽減」、「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被害の最小化」を目指します。

マイ・タイムライン講習会の様子

長野市穂保地先の堤防決壊、
浸水被害状況

長野県千曲市内における
浸水被害状況

信濃川水系緊急治水対策プロジェクト

新潟県小千谷市内における
浸水被害状況

新潟県長岡市内における
浸水被害状況

～「日本一の大河」上流から下流まで流域一体となった防災・減災対策の推進～

みんなで つなぐ しなの の川
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信濃川水系緊急治水対策プロジェクト
～ ｢日本一の大河｣ 上流から下流まで流域一体となった防災・減災対策の推進 ～
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河川における対策－被害の軽減に向けた治水対策の推進
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流域における対策－地域が連携した浸水被害軽減対策の推進
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まちづくり、ソフト施策－減災に向けた更なる取組の推進
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まちづくり、ソフト施策－減災に向けた更なる取組の推進
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Ｒ１ Ｒ２ ～ Ｒ３ R４ ～ Ｒ６ R７ ～ Ｒ９

信濃川 【国】

災害復旧

遊水地整備(信濃川中流)

千曲川・信濃川
【長野県・新潟県】

災害復旧

千曲川 【国】

災害復旧

遊水地整備(千曲川中流・下流)

堤防強化

千曲川（上流）
【長野県】

大町ダム等再編事業

災害復旧

遊水地整備（千曲川上流・黒沢川）

支川改修

築堤・河道掘削

⚫ 【第一段階（復旧）】 災害復旧を令和3年度までに完了（国（権限代行含む）は令和3年出水期まで、県は令和3年度）。並びに大河津分水路な
どの下流域の整備に応じた河道掘削（立ヶ花狭窄部など）を順次実施

⚫ 【第二段階（復興）】 改良復旧である堤防強化（粘り強い河川堤防構造など）や遊水地、大町ダム等再編事業（容量再編）を完了
⚫ 【第三段階（復興）】 遊水地、河道掘削（立ヶ花狭窄部など）を令和9年度完了

築堤・河道掘削
災害関連事業
完了（R6）

災害関連事業
完了(R9)

【第一段階】 【第二段階】 【第三段階】

築堤・河道掘削（立ヶ花狭窄部など）

大河津分水路改修

災害復旧完了(R3)

遊水地整備
完了(R6)

災害復旧完了(R3出水期まで)

堤防強化完了(R5出水期まで)

遊水地整備完了（R9）

災害復旧完了(R3)

災害復旧完了(R3出水期まで)

遊水地整備
完了(R6)

築堤・河道掘削
完了（R6）

支川改修完了(R4)

支川改修・排水機場整備 支川改修・排水機場整備完了(R6)

築堤・河道掘削完了(R6)

運用開始

（粘り強い河川堤防などの整備）

※権限代行箇所含む

※立ヶ花狭窄部影響区間

容量買取
完了(R6)

継続
第二床固改築
完了（R9）

先行低水路掘削
先行低水路掘削
完了（R6）

運用
開始

土砂対策設備整備

信濃川水系緊急治水対策プロジェクト ロードマップ



堤防復旧完了応急復旧完了被災状況

R1.10.30撮影

基礎処理工（鋼矢板）の施工

堤防被覆構造鋼矢板仮締切堤防

仮堤防

堤防の決壊状況①

R2.6.6撮影

堤防の決壊状況②

R1.10.13撮影 千曲川

決壊箇所

千曲川

千曲川

千曲川

千曲川 千曲川

千曲川

信濃川水系千曲川 長野県長野市穂保地先（左岸57.5k付近）被災～復旧状況

○ 長野市穂保地先では、令和元年東日本台風の出水により「越水」し、約７０ｍ区間の堤防が決壊。
○ 決壊発生当日（令和元年10月13日）から緊急復旧工事に着手し、10月17日に仮堤防が完成。
○ 令和元年10月30日には、応急復旧工事（鋼矢板仮締切堤防）が完成。
○ 令和2年6月10日に決壊区間（１４０ｍ）を含む越水で被害を受けた堤防の復旧工事が完了。

9
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堤防復旧完了応急復旧完了被災状況

信濃川水系千曲川 長野県上田市諏訪形地先（左岸104k付近）被災～復旧状況

○ 上田市諏訪形地先では、令和元年東日本台風の出水により、約300m区間の堤防が欠損。
○ 欠損発生当日（令和元年10月13日）から緊急復旧工事に着手し、11月3日に仮堤防が完成。
○ 令和2年6月22日に堤防欠損箇所の復旧が完了。
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欠損
L=約300m

R1.10.13撮影

千曲川

R1.10.19撮影

千曲川

R1.11.3撮影

R2.6.20撮影

R2.6.20撮影

千曲川

千曲川

千曲川

R1.11.3撮影

R1.11.3撮影

千曲川

千曲川

R1.10.16撮影

千曲川



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

立ヶ花上流区間の災害復旧状況と今後の予定について
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堤防強化区間（左岸）
延長：約7.5km

C

堤防復旧（右岸）
延長：約100m

防災拠点整備候補地

D

D
A

A

B

B

立
ヶ
花
橋

浅
川

篠
井
川

松
川

八
木
沢
川

C

堤防強化区間（右岸）
延長：約8.5km

E

E

○立ヶ花上流区間にて実施した堤防復旧、河道掘削等の箇所、これから引き続き実施する箇所等は以下のとおり。
○今後は、穂保地先の堤防復旧箇所（施工延長約560ｍ）以外においても、信濃川水系緊急治水対策プロジェクトの中で引き続き、
堤防強化対策等を実施予定。

R2.3末
完了

根固工

樹木伐採

河道掘削

出水期前
完了
（R2.5末）

堤防復旧

矢板施工区間

河道掘削（一部継続中）

引き続き
実施

堤防強化区間

（法面補強工、法覆
護岸、天端保護工、
法尻補強工）

低水護岸・根固工

河道掘削※

標準横断面図（堤防強化区間：右岸）

C-C(57.00k)

H.W.L

法面補強工天端保護工

法覆護岸

被災後地盤線

法尻補強工

標準横断面図（堤防強化区間：右岸）

E-E(55.50k)

H.W.L

法面補強工

上信越
自動車道

天端保護工

法覆護岸

法尻補強工

標準横断面図（堤防強化区間：左岸）

B-B(55.00k)

H.W.L

法尻補強工

法覆護岸天端保護工

法面補強工

標準横断面図（堤防復旧箇所）

A-A(57.50k)
法覆護岸法面補強工

桜づつみ盛土

天端保護工

H.W.L

縁切材

矢板工
矢板工：施工延長 L=140m

施工延長：約560m

法尻補強工 良質土

標準横断面図（低水護岸）

D-D(57.50k+250m)

被災後地盤線

▽H.W.L

施工延長：約100m

低水護岸工

根固工

※河道掘削については上下流バランスを踏まえ、段階的に掘削を行う予定
なお、詳細な河道掘削範囲は今後、測量結果等を踏まえて決定する



信濃川水系緊急治水対策プロジェクトの効果 【令和元年東日本台風洪水への対応】

◆千曲川での効果
○ 令和９年度までに、立ヶ花狭窄部を含む河道掘削や遊水地整備、堤防整備・強化を行う。

○ 立ヶ花地点において約9,000m3/sの洪水規模※に対し、遊水地等の整備により約8,600m3/sまで洪水量を低減させる。

○併せて、河道掘削等の実施により、プロジェクト完了時には、（東日本台風時における約8,400m3/sを超える）約8,600m3/sの
洪水まで越水させずに流下させることができるようになる。

計画高水位

河道掘削

約9,000m3/s※の水位（想定）

約8,600m3/sの水位（事業実施後）

イメージ図：対策による効果

堤防整備・強化

※令和元年東日本台風において、立ヶ花地点より上流での千曲川本川堤防か
らの越水等が生じなかった場合に想定される洪水流量。

遊水地等による対策
計画堤防高
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破間川ダム [F NP]

黒又川第一ダム［P、電源開発 (株)］

黒又川第二ダム［P、電源開発 (株)］

黒又ダム［P、東北電力 (株)］

広神ダム [FNP]

三国川ダム
[F NWP]

川西ダム［A、川西土地改良区］

坪山ダム［FA、川西土地改良区］

長福寺ダム［FA、川西土地改良区］

松葉沢ダム［FA、川西土地改良区］

城川ダム [FNW]

宮中取水ダム［P、東日本旅客鉄道(株 )］

二居ダム［P、電源開発 (株)］

カ ッサ川ダム［P、東京電力HD(株 )］

カ ッサダム［P、電源開発(株 )］

穴藤ダム［P、東京電力HD(株 )］

渋沢ダム［P、東京電力HD(株 )］

野反ダム［P、東京電力HD(株 )］

西大滝ダム［P、東京電力HD(株 )］

豊丘ダム［FNW ］

金原ダム［FNW］

菅平ダム［AWP、長野県企業局 ］

湯川ダム［FN］

香坂ダム［F、佐久市］

余地ダム［FNW］

南相木ダム

［ P、東京電力HD(株 ) ］

古谷ダム［FN］

内村ダム［FNW］

小仁熊ダム

［ FNW］

稲核ダム［P、東京電力HD(株 ) ］

水殿ダム［P、東京電力HD(株 ) ］

奈川渡ダム［P、東京電力HD(株 ) ］

セバ谷ダム

［ P、東京電力HD(株 ) ］

生坂ダム

［ P、東京電力HD(株) ］

水上ダム

［ FNW］

大町ダム [FNWP]

七倉ダム（再）

［ P、東京電力HD(株) ］

水内ダム［P、東京電力HD(株) ］

平ダム［ P、東京電力HD(株 ) ］

笹平ダム［P、東京電力HD(株) ］

小田切ダム

［ P、東京電力HD(株) ］

戸隠水源地ダム

［W、長野市 ］

浅川ダム [F]奥裾花ダム［FWP］

湯の瀬ダム［WP、長野県企業局 ］

裾花ダム［FWP］

高瀬ダム（再）

［ P、東京電力HD(株) ］

奈良井ダム［FNW］

北山ダム［FNW ］

藪神ダム［P、東北電力 (株)］

既存施設を活用した洪水被害軽減対策の取組 ～ ダムの事前放流 ～

■ 河川管理者である国土交通省と利水ダム管理者等との間において、事前放流に関する協定を信濃川水系にある５０の利水ダ
ム等と令和２年５月２９日に締結し、今年の出水期より運用を開始。（中流部：２０、上流部：３０）

■ 信濃川水系では、水害対策のために使える容量の割合※がそれまでの２５．８％から、締結後に７２．５％へと向上。
■ 令和２年７月の出水では、千曲川流域で大雨が予想されたことから信濃川水系上流部の４ダムにおいて事前放流等の操作を

行い、約１１０万ｍ３の「治水のための容量」を確保し、約９０万m３を貯留。

○裾花ダム（管理者：長野県）
実施期間：7月6日2:00～7月7日1:00

○奥裾花ダム（管理者：長野県）
実施期間：①7月6日2:00～7月7日1:00

②7月7日9：30～7月7日13：30

○金原ダム（管理者：長野県）
実施期間：7月6日8:00～7月6日13:00

○奈良井ダム（管理者：長野県）
実施期間：7月4日20:00～7月6日19:15

奥裾花ダム

利水放流管

常用洪水吐

※常用洪水吐と利水放流管を用いて事前放流を実施

R2.7出水時の事前放流の実施状況事前放流とは
洪水発生前に大雨に備えて利水
容量の一部を事前に放流し洪水調
節のための容量として活用。

信濃川水系（中・上流部）
ダム位置図

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

流入量

放流量

異常洪水時防災操作
※計画規模を超える洪水に

対し、放流量を流入量へ

徐々に近づける操作。

流量

時間

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

流入量

放流量

流量

時間

事前放流

事前放流

貯留 貯留

利水容量の一部を洪水発生

前に放流して容量を確保し

この容量も用いて洪水調節。

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

流入量

放流量

異常洪水時防災操作
※計画規模を超える洪水に

対し、放流量を流入量へ

徐々に近づける操作。

流量

時間

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

流入量

放流量

流量

時間

事前放流

事前放流

貯留 貯留

利水容量の一部を洪水発生

前に放流して容量を確保し

この容量も用いて洪水調節。

凡 例

国土交通省所管（直轄管理）ダム[目的]

国土交通省所管（直轄建設）ダム（再）[目的]

国土交通省所管（道府県管理）ダム[目的]

利水ダム[目的、管理者]

基準地点

主要な地点

県境

市町村境

流域界

大臣管理区間

※洪水調節容量に事前放流での確保量を加えたものを、
有効貯水容量（洪水調節容量＋利水容量）で除したもの
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※速報値



防災教育や防災知識の普及に関する取組 ～ マイタイムラインの普及 ～

14

■ 千曲川では、「逃げ遅れゼロ」プロジェクトの一環として防災意識の高い社会の実現を目指し、県と市町村が一体となって防災・
減災対策を推進するため、長野県知事、市長会長（長野市長）及び町村会長（長和町長）が「信州防災『逃げ遅れゼロ』」を6月3日
に宣言。また、千曲川・犀川大規模氾濫減災協議会が主催で、松本市、坂城町の防災部局職員等を対象に講習会を実施。
■ 信濃川中流では、「逃げ遅れゼロ大作戦」として各自治体によるマイ・タイムライン作成ツールの普及に加え、マイ・タイムライン
の指導者育成講座、学校における防災教育を通じた普及等を実施。

信 濃 川 中 流

▲信州防災「逃げ遅れゼロ」宣言に係る長野県知事、
市長会長（長野市長）及び町村会長（長和町長）の
署名セレモニー状況

▲マイ・タイムライン説明状況
（令和2年2月21日開催 信濃川河川事務所 出前講座 長岡市）

千 曲 川

▲マイ・タイムライン説明状況
（令和2年7月12日開催 燕市主催 地元説明会）

▲マイ・タイムライン説明状況
（令和2年2月5日開催 松本市）

マイ・タイムラインは住民一人ひとりのタイ
ムラインであり、台風の接近によって河川の水
位が上昇する時に、自分自身がとる標準的な防
災行動を時系列的に整理し、とりまとめるもの
です。
避難判断のサポートツールとして活用される

ことで、「逃げ遅れゼロ」に向けた効果が期待
されています。

▲マイ・タイムライン
検討ツール「逃げキッド」

長野県知事長野市長 長和町長

マイタイムラインとは


